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第
一
五
五
固
定
例
市
葵
一
言
、
六
月
二
十
五
日
か
ら
七
月
五
日
ま
で
の

十
一
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
市
議
会
で
は
、
補
正
予
算
七
件
、
条
例
関
係
七
件
、
そ
の
他
四

件
の
十
八
議
案
と
請
願
三
件
、
陳
情
一
件
が
上
程
さ
れ
、
議
案
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一 一昭和55年7月20日

補
正
予
算
案
の
概
要

一
安
芸
補
正
予
算

今
回
、
十
阿
倍
五
八
四

万
円
を
追
加
し
て
A
7
年
度

の
一
疫
系
予
算
総
額
は

七
六
億
九
、
九
六
九
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

補
正
予
算
は
、
保
健
福
祉
の
充
実
、
商
工

業
の
振
興
、
産
業
の
振
興
、
生
活
環
段
の
整

備
、
教
育
行
政
の
推
進
を
柱
に
事
業
の
計
画

的
執
行
を
図
る
た
め
に
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は

民
生
費
で
は
、
同
和
対
策
れ
に
五
位
五
四

O

万
円
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
蔵
川
に
繁
殖
豚
組
ム

が
結
成
さ
れ
、
そ
の
豚
舎
建
設
の
補
助
金
と

し
て
、
二
、
O
五
二
万
円
。
多
田
益
豚
団
地

の
推
肥
を
峠
団
地
・岩
黒
田
地
に
運
び
、
農
地

改
良
を
行
う
卒
業
の
補
助
金
に

一
、

一
九

μ

万
円
。
特
定
地
区
農
業
改
祥
事
業
と
し
て
、

操
業
管
理
セ
ン
タ
ー
の
建
設
伐
の
補
助
金
に

六
、
O
八
六
万
円
。
農
地
法
措
整
備
代
に

一

位
三
、
丘

一一

万
円
な
ど
で
す
。

商
工
費
で
は
、
街
路
灯
設
置
の
補
助
金
と
し

て
、

一
九
六
万
円
。

土
木
費
で
は
、
予
地
庄
支
h
J
線
(
追
加
分
)

玉
、
五
二
戸
万
円
、
黒
木
線
一

、
五
O
O
万

円
、
千
丈
峠
線

一
、
0
0
0万
円
な
ど
道
路

新
設
改
良
費
と
し
て
三
、

二ニ
九
万
円
、
臥

龍
山
荘
の
火
災
報
知
機
設
置
費
、
冨
士
山
の

藤
棚
改
修
費
、
稲
荷
山
公
園
の
駐
車
場
整
備

費
と
し
て
合
せ
て
四
九
六
万
円
な
ど
で
す
。

教
育
費
で
は
.
教
育
環
成
の
整
備
充
実
を
推

進
す
る
た
め
に
、
凶
処
小
…
下
校
校
舎
改
築
山

に
九
、

二
O
六
万
円
、

t
須
戒
小
学
校
出
内

体
育
館
建
設
引
に
八
、
九
六

O
万
円
、
新
谷

小
学
校
プ
l
ル
建
設
費
に
二
、
九
三
八
万
円

な
ど
二
億
二
七

一
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
振
興
の
た
め
、
南
久
米

公
民
館
改
築
山
に
六
、
内

三

万
円
。
大
洲

南
中
、
肱
点
中
の
夜
間
照
明
施
設
建
設
釘
に

間
八
万
円
な
ど
で
す
。

特
別
会
計

簡
易
本
道
特
別
会
計
で
は
、
大
川
成
能
地
区

(給
本
戸
数
百
十
七
戸
)
の
簡
易
水
道
建
設

貨
に

一
億
四
、
四

O
O万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

条
例
関
係

大
洲
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
課
税
限
度

額
が
二
十
二
万
円
か
ら
二
十
四
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
文
、
低
所
得
者
層
に
対
す
る
軽

減
額
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
五
年
度

教
育
施
設
の
整
備
計
画

次
の
世
代
を
荷
な
う
児
童
、
生
徒
の
学
習

活
動
が
快
適
に
行
え
る
た
め
、
ま
た
社
会
教

育
施
設
の
充
実
の
た
め
、

A
7
年
度
は
次
の
よ

う
な
教
育
環
境
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

V
小
…
下
校
の
整
備

三M r;務費三
増改築さ れる田処小学校

回
処
小
学
校
校
舎
改
築

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
l
ト

階
建

七
O
o
d

・
上
須
戒
小
学
校
屋
内
体
育
館
増
改
築

鉄
筋

・
鉄
骨
造
平
家
建

五
三
二
2m

.
大
成
小
学
校
校
舎
増
改
築

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建

、
一ニ

O
o
d

-
新
谷
小
学
校
プ
l
ル

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
トお

m
五
コ
!
ス

V
社
会
体
育
胞
設
整
備

・
屋
外
運
動
場
照
明
施
設

次
の
小
中
学
校
に
設
置
し
ま
す

肱
束
中
学
校
、
大
洲
南
中
学
校

蔵
川
小
学
校
、
柳
沢
中
学
校

V
社
会
教
育
施
設
整
備

.
南
久
米
公
民
館

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建

五
O
o
d

V
社
会
教
育
集
会
所

・
平
野
東
大
下

・
春
賀
和
田

nで π1
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「
健
康
明
つ
く
り
計
画
」

土
小
〉
)
土
4

い
ヲ

Q

菅
田
地
区
ほ
か
三
地
区
で
脳
卒
中
予
防
事
業

す
べ
て
の
市
民
が
明
る
く
希
望
に
満
ち
た

生
活
を
営
む
た
め
に
は
、
精
神
的
や
す
ら
ぎ

と
健
康
が
基
本
条
件
で
す
。
昭
和
田
年
度
健

康
づ
く
り
計
画
が
、
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま

し
た
。

本
年
度
は
、
市
政
重
点
施
策
の
第
四
の
目

標
「
生
命
と
健
康
を
守
る
生
活
条
件
の
整
備

充
実」

を
基
本
理
念
に
、
従
来
か
ら
進
め
て

き
ま
し
た
市
民
の
健
康
.‘
つ
く
り
に
つ
い
て
、

更
に
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
新
た
に
、
脳
卒
中
予
防
特
別

対
策
事
業
、
乳
が
ん
検
診
等
を
取
り
入
れ
る

な
ど
、
よ
り
き
め
こ
ま
か
い
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
交
す
。

計
画
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
充
実

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

健
康
相
談
、
健
康
教
育
、
健
康
診
査
、
母

子
保
健
等
の
各
種
事
業
を
は
じ
め
、
成
人

病
、
予
防
接
種
、
そ
の
他
疾
病
予
防
な
ど

対
人
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
行
う
拠

点
と
し
て
、
そ
の
機
能
の
充
実
に
つ
と
め

る

お お ず一(3)一一広報

二
、
健
康
診
査
事
業
の
推
進

山
総
合
検
診

・
循
環
器
検
診

成
人
病
予
防
上
最
も
必
要
な
壮
年
層
の

受
診
率
が
低
い
現
状
を
ふ
ま
え
、
受
診
率

の
高
揚
に
努
め
る
と
と
も
に
、
未
受
診
者

の
受
診
勧
奨
、
特
に
健
康
管
理
が
不
充
分

な
小
企
業
の
事
業
主
の
理
解
と
従
業
員
の

受
診
勧
奨
に
努
め
る
。

大洲市の脳血管による死亡率
(人口10万人に対して)

ぽ

婦

人
の
健
康
診
査

は

結

核
検
査

ば
が
ん
検
診

ほ
乳
幼
児
健
康
診
査

そ
れ
ぞ
れ
受
診
者
数
の
増
加
を
図
り
、

適
切
な
指
導
に
努
め
る
。

地 区 死 亡 ヰ# ー雪

1局t 回 499 6 

上 須 戒 400 4 

J¥ タ9 τ2国=5k=王r 367 3 

南 久 米 337 5 

平 里子 327 3 

善 271 。一一
新 ~コ 247 .5 

大 )11 236 。
大 ?HI 225 9 

相P 沢 141 8 

大洲市 平 均 270 8 

J¥ 幡 j兵 市 1 76 
，予...L， 手口 島 市 2 1 2 7 

全国 平 均 146 .2 

(6) 

脳
卒
中
予
防
特
別
対
策
事
業

大
洲
市
は
、
県
下
十
二
市
の
う
ち
最
高

の
脳
血
管
疾
病
死
亡
率
を
示
し
て
い
る
現

状
を
重
視
し
て
、
特
に
本
年
度
1
脳
血
管

疾
患
の
死
亡
率
の
高
い
菅
田
、
上
須
戒
、

八
多
喜
、
南
久
米
の
四
地
区
を
重
点
地
区

と
し
て
、
大
洲
保
健
所
、
雲
媛
大
学
医
学

部
の
積
極
的
な
協
力
を
得
な
が
ら
、

ω歳

か
ら

ω歳
を
対
象
に
し
て
、
九
月
か
ら
十

月
に
検
診
を
実
施
す
る
。

三
、
健
康
相
談
事
業
の
推
進

健
康
診
査
等
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
栄
養

指
導
・
生
活
指
導
を
は
じ
め
、
健
康
相
談

妊
婦
相
談
、
育
児
相
談
等
を
積
極
的
に
進

め
る
。

四
、
健
康
教
育
の
充
実

(昭和53年保健所調べ)

公
民
館
と
の
連
携
を
密
に
し
、
各
種
学

級
等
に
お
け
る
受
講
者
の
確
保
に
努
め
る

と
と
も
に
、
成
人
病
を
は
じ
め
各
種
疾
病

の
予
防
、
栄
養
、
運
動
、
生
活
指
導
等
、

平
素
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
の
知
識
の
普

及

・
実
践
の
徹
底
に
努
め
る
。

五
、
老
人
保
健
医
療
総
合
開
発
事
業
等

の
推
進

O

健
康
診
査
受
診
率
の
高
揚
に
努
め
、
老

人
の
健
康
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
普
及

す
る
と
と
も
に
、
健
康
管
理
に
つ
い
て
の

自
覚
の
高
揚
を
図
る
。

O

医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
健
康
相
談
を

定
期
的
に
実
施
し
、
的
確
な
助
言
指
導
に

よ
り
、
老
人
の
健
康
の
保
持
増
進
に
努
め

る
。

O

在
宅
、
ね
た
き
り
老
人
、
脳
卒
中
後
遺

症
等
に
よ
り
身
体
機
能
に
支
障
の
あ
る
老

人
等
の
家
庭
を
訪
問
し
、
家
族
に
対
し
看

諮
方
法
、
機
能
回
復
訓
練
方
法
の
指
導
を

行
う
な
ど
、
老
人
の
保
健
衛
生
と
福
祉
の

向
上
を
図
る
。

六
、
予
防
接
種
の
実
施

伝
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
疾
病
の
発
生
及

び
ま
ん
延
を
予
防
す
る
た
め
、
定
期
接
種

並
び
に
一
般
的
臨
時
接
種
を
実
施
し
、
公

衆
衛
生
の
向
上
に
努
め
る
。

七
、
体
力
“
つ
く
り
の
推
進

大
洲
市
の
飛
蹄
発
展
の
原
動
力
は
市
民

一
人

一
人
の
た
く
ま
し
い
体
力
と
精
神
力

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
布
石
と
し
て
、
学
校

施
設
の
一
般
開
放
、
運
動
公
固
な
ど
住
民

が
身
近
に
利
用
で
き
る
施
設
を
整
備
す
る
。

ま
た
、
指
導
者
の
育
成
、
資
質
の
向
上
を

図
り
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
組
織
の

育
成
強
化
と
相
ま
っ
て
、
基
礎
体
力

d

つ
く

り
を
中
心
と
し
た
各
種
教
室
の
開
設
、
軽

ス
ポ
ー
ツ
等
の
普
及
に
つ
と
め
、す
べ
て
の

市
民
が
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図

る
。

八
、
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
意
識
の
啓
発

健
康
‘
つ
く
り
の
講
習
会
の
開
催
、
健
康

体
操
の
普
及
等
を
通
じ
、
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
観
念
の
も
と
に
、
健
康
に
関

す
る
自
己
調
整
意
識
の
啓
発
に
努
め
る
。
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焼
却
場
は
ス
イ
カ
が
嫌
い
で
す
/

ゴ
ミ
の
処
理
は
適
切
に

広報

仁
川
八
川
は
、
ス
イ
カ
の
は
な
ど
本
分
を

多
比
に
合
ん
だ
ゴ
ミ
が
多
く
な
り
、
ゴ
ミ
だ

け
で
は
焼
却
で
き
な
く
な
り
、
処
理
能
力
が

低
下
し
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
適

切
な
方
法
で
ゴ
ミ
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

V
燃
え
る
ゴ
ミ
と
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
必
ず

分
け
て
山
し
ま
し
ょ
う
。

・
燃
え
る
ゴ
ミ
と
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
処
用

方
法
が
違
い
ま
す
の
で
、
-
絡
に
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

-
ス
イ
カ
の
皮
や
野
菜
、
川
ボ
物
の
く
ず
は
、

自
然
に
土
に
帰
り
ま
す
の
で
、
畑
や
庭
の

す
み
に
埋
め
て
く
だ
さ
い
。

-
水
分
の
多
い
ゴ
ミ
は
本
分
会
充
分
に
切
り

一一一IIrn:1155{j:-7 J 12011 

で
き
る
だ
け
燃
え
や
す
い
状
態
に
し
て
山

し
て

F
さ
い
。

-
ス
プ
レ
ー
の
あ
き
か
ん
な
ど
危
険
物
は
処

理
作
業
上
危
険
で
す
か
ら、

一
般
ゴ
ミ
と

し
て
山
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

V
ゴ
ミ
は
必
ず
ホ
リ
エ
チ
レ
ン
な
ど
の
袋
に

入
れ
て
、
収
集
け
の
中1
1、
定
め
ら
れ
た

均
所
に
山
し
ま
し
ょ
う
。

・
収
集
什
の
前
日
や
そ
れ
以
前
に
山
し
た
り

紙
袋
な
ど
似
れ
や
す
い
も
の
に
ゴ
ミ
を
入

れ
て
山
す
と
、
み
ん
な
の
迷
惑
に
な
り
ま

す
。

V
多
品
の
ゴ
ミ
は
れ
分
で
搬
入
し
て
く
だ
さ

E

O
 

'u
 

.
一
円
平
均
初
旬
以
上
、
ま
た
.
川
印
旬
以

上
の
ゴ
ミ
は
、
月
2
ト
ン
を
限
度
に
規
定

の
子
数
料
を
払
っ
て
、
日
分
で
搬
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

・
収
集
、
逆
搬
に
支
附
を
及
ぽ
す
待
問
を
有

す
る
ゴ
ミ
は
、
別
に
搬
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

V
新
聞
、
雑
誌
な
ど
叫
利
川
が
可
能
な
も
の

は
、
ゴ
ミ
と
し
て
川
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

詳
し
く
は
保
険
衛
生
法
ま
で
お
川
い
九
日
せ

く
だ
さ

い
。

み
な
さ
ん
の
郷
土
を
き
れ
い
に
保
つ
た
め
に

適
切
な
ゴ
ミ
処
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

トベルトを着けでないと
時速20kmで‘も死亡事故/

らあののし でとタピ .j"j: こ め時ドト訓l すれ 人 ん い てハ --
iな力 11舜た仮もい亡川ろで述ラ ベ 査あ 。はがとれ 、ン1!lir
(1 こ が 1111らに起う ポ しがづき九イルに る といなぱ )J$:ti ド突
に の 体 に ど 11年 き (1欣 な 、 'J:: 卜パ ト よ (1 んるく 大 や ル・H
卜体 に 体 う述て伝はいシし /..; 1 をり到j でよそ 丈日却を，'i文

ヱ亙か豆な;ぃ市、ド l て kmの行ま卓 もうう?で とを
、がかのる卜る な卜ラトいをタビ川すメ なで、，也、ーペフ起

点 六 り六か kmのみ 九イ ベま，凶亡しと| いす っ| をかこ
|正l卜ま 1 ででの ・ パルすえ 'Hて 、カ ，i呉が てと李 LV]し(， kQ すじ Hiji出す述 ト 。て 故 ぃシ | り い L え妥，

よな o1?rヲミ突 l立 kmのをと初はる|の でこるなてつも
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卜
い
刊
の
衝
突
に
比
舞
わ
れ
る
の
で
す
c

と
こ
ろ
で
、
人
聞
が
支
え
ら
れ
る
の
は
、

両
腕
で
任
ト
旬
、
両
足
で
百
担
任
度
が
限
度

で
す
。
い
か
に
あ
な
た
の
体
が
頑
健
だ
と
し

て
も
、
問

U
い
刊
の
衝
撃
に
は
耐
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
耐
え
ら
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
つ
け
て
い
な
け
れ
ば
、
フ
ロ
ン
ト
ガ

ラ
ス
に
頭
を
突
っ
込
ん
だ
り
、
車
外
に
投
げ

山
さ
れ
て
、
死
傷
の
原
凶
と
な
り
ま
す
。

そ
の
点
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
打
開
し
て
い

れ
ば
、
体
は
山
山
山
川
に
保
持
さ
れ
る
の
で
、
hh

似
は
は
引
く
て
す
み
、
命
を
部
と
す
こ
と
も
少

な
い
の
で
す

ま
た
シ

i
ト
ベ
ル
ト
の
行
川
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
「
縦
一
万
軒
減
効
川本
」
も
あ
る
と
い
う

の
は
、
知
ら
れ
ざ
る

-
面
で
す
。
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
行
川
川
は
、
行
川
し
て
い
な
い
と
き
に

比
べ
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
山
取
引
が
.
一O
%も

粍
滅
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
泌
転
中
の

一
低
れ
は
、
一正芯
'H
や
ハ
ン
ド
ル
操
作
を
鈍
く

し
、
ひ
い
て
は
交
通
宇
抜
と
い
う
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

八
片
は
山
ド
を
利
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
身
の
安
全
と
一
般
…

ν軽
減
に
シ
l
ト
ベ

ル
ト
の
行
間
を
お
忘
れ
な
く
/

狩
猟
免
許
試
験
の
お
知
ら
せ

愛
媛
県
下
で
は
次
の
と
お
り
狩
猟
免
許
試

験
を
行
い
ま
す
。
希
望
者
は
、
申
請
書
の
提

出
期
間
内
に
手
続
き
を
と

っ
て
下
さ
い
。

一
、
試
験
の
種
類

巾
極
、
乙
種
及
び
丙
極
付
似
免
許
試
験

二
、
試
験
の
期
円

昭
和
五
十
五
年
八
月
十
九
円
(火
)午
前
九

日，
よ
り

4

一、
試
験
の
場
所

大
洲
市
民
会
館

川
、
免
許
申
請
占
の
促
出
期
間

昭
和
丘
卜
瓦
年
ヒ
月
二
ト
ご
百
か
ら
八
月

五
け
ま
で

.
九
、
免
許
申
請
刀
の
請
求
先
及
び
徒
出
先

八
幡
浜
地
点
同
大
洲
出
張
所
林
業
訓

¥
大
洲
市
川
ハ
間
二
五
の

一
ノ

戸
電
話

問
|
川

一
三
一

¥

国
民
年
金
の

保
険
料
は
忘
れ
ず
に

国
以
去
屯
の
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
て

い
ま
す
か
?

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、
万
.
事
故
が

あ
っ
た
と
き
壁
口
年
金
や
母
子
宏
君
ど
が

受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
将
来
、
在
齢
年

金
さ
え
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
過
よ
の
保
険
料
に
納
め
忘
れ
が
あ

る
と
き
は
、

a

一年
以
内
の
分
で
あ
れ
ば
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
笠
か
な
在
後
の
た
め

に
も
、
納
め
て
い
な
い
人
は
小
め
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

河
川
し
く
は
市
民
法
国
以
去
長
へ
お
問
い

九
日
せ
く
だ
さ
い
。
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H

パ
H
H
・
「
「

し
ド

r-、
比
又

日
中
干

If
-
-

ιさ
れ
た
大
洲
山
年
JA
議

何
十
品、
八ヘ
ノド
・
.Ll
-
L
1・ha

い
F
p
l

ノ
ノl
i

l

H〆
ー

を
迎
え
ま
し
た
。
ぃハ川•. 

卜
九
日
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
大
洲
市
長

大
洲
市
議
会
議
長
、
尚
工

会
議
所
会
一
泊
な
ど
来
賓
多

数
の
山
川
の
も
と
.
一ト
パ

同
年
“記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

「川
る
く
山.且
か
な
社
会

の
削
造
」
を
け
標
と
す
る

大
洲
芦
之
議
所
は
、
-

卜
日
同
年
を
に
念
し
各
間

行
事
を
計
画
実
行
し
て
い

，
 

ま
す
。
そ
の

一
つ
と
し
て

差
別
の
強
ま
り
と
人
々
の
め
ざ
め

人
々
の
め
ざ
め

A
ノ
々
数
千
人
の
強
訴
に
あ
い
、
そ
れ
を
取
り

や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
例
が
あ
り
ま

-
。又

、
長
州
藩
で
は
幕
府
の
長
州
征
伐
に
対

し
て
「
奇
兵
隊
」
を
つ
く
り
、
部
落
の
人
々

も
そ
れ
に
参
加
し
て
め
ざ
ま
し
く
働
き
、
両

事
乞
驚
か
せ
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
部
落
の
人

人
が
差
別
か
ら
の
解
放
を
め
ざ
し
て
の
こ
と

で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
新
し
い
凶
火
の
動
き
の
中
で

同
じ
日
本
人
で
あ
り
な
が
ら
、
き
び
し
い
差

別
を
す
る
現
実
を
強
く
批
判
す
る
人
々
が
現

れ
ま
し
た
。

山
内
小
…下
校
尚
三
午
を
刈
象
に
「
ト木市本
の
ト八

洲
山
」
を
テ
ー
マ
に
絵
を
い持
集
し
、
そ
の
作

品
を
仁
川
.
け
か
ら
仁
川
八
け
ま
で
、
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
に
凶
.
.
小
し
ま
し
た
入
計
行

は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
大
洲
山
長
社

大
洲
小
六
年
計
城
山
戊
希

O
大
洲
市
商
工
会
議
所
会
煩
社

大
洲
小
六
年
内
附
義
.

0
大
洲
山
教
育
委

μ会
穴

な
]
多
小
川
作
山
本
中
n
L

O
大
洲
山
市
説
会
議
長
行

大
洲
小
川
年
問
介
ぷ
辺

ow大
洲
青
年
会
議
所
理
ト
市
長
計

大

洲

小

川

年

点

正
L
A

0
川
大
洲
庁
作
会
活
所
.
一卜
-h
川
午
実
行
委

μ長
穴
大
洲
小
.
八
年
山
附
川
ゃれト(

医か刊
の
交
雌
ハ
一
耐
や
、
凶
-K
の
ィ川均一一山山

ら
は
人
川
の
千
下
を
と
き
、
武
士
の
小
で

ι

加
賀
滞
の
家
矛
下
秋
山
牒
鰐
の
よ
う
に
、
「却…治

不一
別
は
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
で
あ

る
」
と
し
、
「人
間
ら
し
く
生
き
る
ぬ
に
よ
地

や
、
家
や
、
職
業
を
与
え
よ
」
と
す
ぐ
れ
た

主
曜
を
し
、
大
き
な
山
版
科
J
T
E
r
-
え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
考
え
か
た
を
汗
封
に
、
明
治

問
年
、
土
佐
山
身
の
大
江
円
ト
は
身
分
制
皮
肉

止
の
建
議
を
行
い
、
凶
ド
に
肢
称
の
一
脱
止
だ
け

で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
し
い
た
げ
ら
れ
た
人

人
に
資
金
を
与
え
、
職
業
を
保
附
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
強
く
新
政
府
に
主
張
し
ま
し

た
。

(
つ
づ
く
)

1
1
1固
定
資
産
税

ル

に

つ

い

て

おしのM
児

書
守

川
之
氏
-M悦
は
、
什
川
以
悦
と

い
怯
ん
で
山
町
村
山
川
の
--
大
税
ハ

に
紋
え
ら
れ
、ト
八洲
山
に
あ
っ

C

L

H
H
一
川
バ
ト
叫
ド
ハ
ズ
、
打
日
比

，

‘11
H
H
Y必
付
'

i

ト

h
Vノ
1

6
1

1

正
T

小
に
山
め
る
そ
の
初
代
ほ
M
M
m

に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

川
忘
れ
一
川
町
Mm
の
ぷ
制
対
象
と
さ
れ
る
訂
作
.

は、

トし地、

及
川
、
出
却
資
陀

(ト山H
淀
川
の

機
械
及
び
袋
内
、
工
川
(
、
術
品
、
そ
の
他
)

に
以
ら
れ
て
い
ま
す
こ
れ
1
、
そ
う
し
た

川
定
資
刊
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
大
き
く
か
か

わ
J

て
有
効
な
機
能
を
川
市
す
こ
と
が
で
き
た

り
、
川
川
航
形
成
が
な
さ
れ
る
と
い
う

一応
川

口
判
」
の
巧
え
心
に
よ
る
も
の
で
す

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
光
一
点
す
る
た
め
に

も
納
川
以
完
納
に

つ
い
て
、
納
税
行
の
み
な

さ
ん
の

.
肘
の
こ

m
Mと
こ
協
h
を
む
似
い

し
ま
す(納

税
義
務
行
)

賦
法
則
ハ
の

-
川
.
什
川
悦
ト
代
、
山
内
に
あ

る
上
地
、
家
川
、
償
却
資

-mhZH帳
上
川
ト利

し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

(減
免
〕

次
の
よ
う
な
均
合
に
は
、
申
請
に
よ

っ
て

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

、.火
災
写
に
よ
っ
て
納
税
者
が
そ
の
資
産

に
甚
大
な
損
失
を
被
っ
た
と
き

二
、
納
税
者
が
生
活
苦
に
よ
り
公
私
の
扶
助

を
受
け
る
こ
と
と
な

っ
た
と
き

二
、
そ
の
他
、
特
別
の
事
情
の
あ
る
と
き

(泌
税
般
市
一
仙
の
決
め
トH
)

悦村山
の
江
主
法
問
と
な
る
資
陀
の
一J
川
は

卜
地
、
心不
4
4
..午
ご
と
に
適
正
な
一
印
刷
作

J

'

J

i

i

J

-

5
1

-

え
の
初
を
、
メ
、

川
川
却
資
比
は
ト
昨
年
取
得
川

怖
を
も
と
に
訓
川
し
て
台
帳
に
笠
U
M
し
、
納

山川
μ
刊
の
縦
比
に
仇
し
た
後
、
決
定
し
ま
す
。

(税
ギ
と
納
川
)

法
税
標
準
一
泊
に
刈
す
る
税
の
わ
一
判
別
A
H
JT」

ぷ
す
来
引
で
、
大
洲
山
で
は
般
市
税
率

(日以

低
)
の

.
・
川

%
が
採
川
さ
れ
て
い
ま
す
。

法
院
M
M
准
制
×
.
・
川
%
H
年
税
制

作
悦
初
が
決
ま
れ
ば
納
税
通
知
川
に
よ
り

H
7
1
、
J
]
1
1
、
L
l
.
-
l、
二
j
り
ドドけ「
.H
1
-
}

H
V
3
J

I
l
-

-

E

l

t

-

r
u
f
H
V
Lい

[

分
け
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(免
税
山
…
)

税
令
が
か
か
ら
な
い
訓
税
際
准
初
を
い
い

納
税
行
.
人
-
人
の
山
内
に
け
っ
て

い
る
k

地
、
及
川
、
出
却
白
内
の
そ
れ
そ
れ
の
減
税

州
川
市
街
の
九日九州が、

上
地
::::・
ト
パ
万
円
未
満
一

家
出
:
-
j
i
-
--
八
万
円
未
満
一

の
均九日

償
却
資
沌

:-
U
万
円
未
満
一

は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

ぶ
し
い
こ
と
は
、

市
役
所
脱
務
ぷ
へ
お
川

九
日
せ
く
だ
さ
い
。

7月31日

までです。

江
戸
時
代
も
終
り
に
近
づ
く
と
、
社
会
不

安
は
ま
す
ま
す
増
大
し
、

一
撲
も
各
地
で
お

こ
り
ま
し
た
。
か
つ
て
は
そ
の
鎮
圧
の
手
先

に
使
わ
れ
た
り
し
た
部
落
の
人
々
も
、
差
別

か
ら
の
解
放
を
求
め
て

一
撲
に
参
加
し
は
じ

め
ま
し
た
。

こ
の
頃
岡
山
藩
で
は
、
「
え
た
は
渋
染
の
着

物
以
外
は
着
で
は
な
ら
な
い
」
と
の
差
別
強

化
の
「
徒
主
目
」
を
出
し
ま
し
た
が
、
部
落
の

所得税の第一期

の納期は
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わ
た
し
の
公
民
館
活
動

十
二
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
公
民
館
活
動

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
河
野
道
夫
前
館

長
の
後
、
若
返
り
を
望
ん
だ
の
で
す
が
、
同

年
代
の
私
が
館
長
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
そ
の
川
市
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が

お
引
き
受
け
し
た
以
上
、
全
力
投
球
で
こ
の

重
責
を
努
め
る
決
意
で
お
り
ま
す
。
今
ま
で

も
、
審
議
委
員
と
し
て
お
手
伝
を
し
て
き
ま

し
た
の
で
、
前
館
長
の
い
刀
針
を
踏
襲
し
て
い

く
考
え
で
お
り
ま
す
。

公
民
館
活
動
の
範
囲
は
広
く
多
岐
に
わ
た

り
、
そ
の
内
蒋
も
多
彩
で
、各
種
学
級
は
無
論

の
こ
と
、
全
地
域
を
対
象
に
し
た
諸
団
体
の

育
成
強
化
を
は
じ
め
、
同
和
教
育
に
も
、
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
年
度
の
南
久
米
公
民
館
の
活
動
方
針
に

一一一日目和55年 7月20日

川

順

蔵

南
久
米
公
民
館
長

西

つ
き
ま
し
で
は
、
有
識
会
で
帯
手
乞
い
た
だ

き
、
地
区
長
会
、
青
年
間
、
財
人
会
、
老
人

会
を
は
じ
め
、
地
区
民
を
あ
げ
て
「
南
久
米

は

一
つ
」
の
利
の
村
神
で

一
致
凶
結
、
「
盟
か

で
明
る
い
ふ
る
さ
と
、つ
く
り
」
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

本
年
度
の
行
事
予
定
は

七
月
田
植
え
ま
つ
り

月
七
夕
ま
つ
り
盆
お
ど
り

地
区
民
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

月
地
区
民
親
善
体
育
大
会

月
菊
花
展
ほ
か
展
覧
会

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

南
久
米
演
芸
会

/i 十十

月
公
民
館
、
農
協
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
、

老
い
も
若
き
も
参
加
す
る
各
種
行
事
は
、
コ

ミ
ユ
ニ
テ
ィ
‘
つ
く
り
の
地
区
民
親
善
の
ね
ら

い
か
ら
も
「
人
の
和
」
‘
つ
く
り
に
、
大
い
に

役
立
つ
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
本
年
度
は
公
民
館
建
設
の
念
願

が
叶
い
ま
す
。
地
区
民
は
大
い
に
感
謝
を
し

て
い
ま
す
。
完
成
す
れ
ば
、
地
区
住
民
の
新

し
い
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
に
、
各
種
活
動
の
場
と
し
て
、
大
い

に
利
用
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
関
係

消
機
関
の
ご
指
導
と
地
区
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

P
T
A
大
学
開
校 第

九
次
は
「
幕
末

明
治
の
大
洲
偉
人
展
」

大
洲
市
立
博
物
館
よ
り

大
洲
市
立
博
物
館
の
第
九
次
展
は
、
八
月

日
よ
り
十

一
月
二
十
八
日
ま
で
「
幕
末
明

治
の
大
洲
偉
人

F
で
す
。

幕
末
、
明
治
の
動
乱
期
に
大
洲
藩
を
安
泰

に
導
い
た
次
の
先
党
者

一
O
人
を
中
心
に
し

て
展
示
し
ま
す
。

P
T
A
大
学
の
開
校
式
が
、
百
二
十
名
の

出
席
の
も
と
、
六
月
十
九
日
に
中
央
公
民
館

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
五
年
度
は
、
大
洲
市
内
の
小
学

一
年
、
四
年
、
中
学
P
T
A
会
員
を
対
象
に

し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

開
校
式
に
続
い
て
、
各
部
会
に
別
れ
て
、

小
学

一
年
部
会
で
は
「
ラ
ン
ド
セ
ル
の
中
み
」

小
学
四
年
部
会
で
は
「
な
ぜ
う
け
る
ド
ラ
え

も
ん
」
、中
高
志
エ
部
会
で
は
「
中
学
生
日
記
遠

く
の
父
」
な
ど
N
H
K
放
送
番
組
を
見
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見

の
交
換
が
行
わ
れ
、
望
ま
し
い
家
庭
教
育
の

あ
り
か
た
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

P
T
A
大
学
は
昭
和
丘
十
六
年
二
月
ま
で

六
回
開
校
さ
れ
、
学
習
環
境
整
備
の
目
的
達

成
の
た
め
、
学
校
や
家
庭
で
の
学
習
が
続
け

ら
れ
ま
す
。

加
藤
泰
秋
、
加
藤
泰
令
、
児
玉
輝
山

香
渡
晋
、
壁
内
式
部
、
武
田
敬
孝

武
田
成
章
、
人
見
極
馬
(
得
能
淡
雲
)

三
瀬
諸
淵
、
矢
野
玄
道

み
な
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。開

館
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三

O
分
ま
で
で
す
。
自
由
に
入
館
で
き
ま
す
。

月
曜
ヨ
、
祭
日
は
休
館
日
で
す
。

第
叩
回
愛
媛
県
身
体

障
害
者
体
育
大
会

大
洲
よ
り
8
名
入
賞

- ~ ....-...入選 陣技
銅 緩 金 賞 子害場六

池東大 山河 上水中 さ が者で月
田 門賞崎里子賞甲元里子賞れ出体開 ー

〉 ミ 〉 ト ) ま場育催日

義通正 好ネ 武芳ヨ しし大さ
一 弘春 幸子 一夫子 た、会 れ 松

。次にた山
の大、市
八社H第堀
名市 19の
のか 囲 内
方ら愛県
が十媛営
み二県陸
ご名身上
との f本完克

ω
m競
走

m
m競
走

砲
丸
投

砲
丸
投

卓

球

砲走
。丸幅

投 跳



昭和55年7月20日一一おおずー (7)一一広報

8月3日 (日) 8月4日(月)

行事名 場 所 時間 行事名 場 所 H寺問

パットパット パコットパッ 10 : 00 
神 事 住吉神社 11 : 00 

ゴルフ大会 大ト ルフ
洲コース 14 : 00 

職域親善 大大洲iJH北球中場 8 : 00 職域親善 大大洲洲北球中場 8 : 00 
野球大会 グランド 野球大会 グランド

1.¥け花展i未ili肪生会流
9 : 30 いけ花展池 9 : 00 

中央公民館
未坊生会流

中央公民館
17 : 00 ] 7 : 00 

花大(ア洲火サ描川ヒカ影まメつ会ラ)り 肱北河原
20 : 00 花大(ア洲火サ撮川ヒ影まつり 肱南河原

20: 00 
カメAzz、ラ)

zzつ;ZERS10 : 00 
笹まつり 各商庖会

海奏k自衛隊パレー 15 : 00 

かがり火燃し
肱北(lJ1I:)1 1) 19 : 00 かがり火燃し

IJ1I:雨(lJ幻11)
19 : 00 

(雨天順延) (雨天順延)

肱北河原
20 : 00 

肱南河原 20 : 00 
花火大会 花火大会

(雨天順延) 21 : 00 (雨天順延) 21 : 00 

※ 8月幻自 I 第教庭職6環回員軟県大下式会 運動公園庭球場 9 : 00 ~ 16 : 00 

行事つtAF 

，
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観
光
大
洲
の
夏
最
大
の
風
物
詩

「大
洲
川

ま
つ
り
」
は
、
年

J
Z平
フ
ご
と
に
水
都
の
名

を
高
め
て
い
ま
す
。
本
年
も
、
大
洲
市
を
は

じ
め
大
洲
市
観
光
協
会
、
大
洲
商
工
会
議
所

大
洲
市
商
庖
会
連
合
会
の
問
者
共
催
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

例
年
ど
お
り
・八
月
三
日
、
凹
日
の
二
日
間

「肱
川
で
な
け
れ
ば
み
ら
れ
な
い
豪
華
な
花

火
大
会
」
を
中
心
に
し
て
、
各
種
行
事
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
と
ご

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
行
事
予
定
は

表
の
と
お
り
で
す
。

こ
ど
も
芸
術
劇
場
八
月
六
日

「サ
ー
カ
ス
物
語
」

文
化
庁
の
主
催
に
よ
る
「
こ
ど
も
芸
術
劇

場
」
が
大
洲
市
で
公
演
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
ど
も
に
対
し
て
、
そ
の
成
長
段
階
に
応

じ
た
優
れ
た
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
す
る
機
会
を

提
供
し
、
そ
の
豊
か
な
情
操
教
育
を
目
的

と
す
る
「
こ
ど
も
芸
術
劇
場
」
が
次
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
。

市
民
会
館
裏
の
土
地
を
駐
車
場
に

{答
え
一
市
民
会
館
開
設
後
、
裏
側
敷
地
を

市
民
の
み
な
さ
ん
の
駐
車
場
に
開
放
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
弓
道
連
盟
大
洲
支

部
に
弓
道
場
と
し
て
貸
与
し
て
お
り
ま
し
た

の
で
駐
車
場
を
閉
鎖
し
ま
し
た
。
現
在
は
弓

道
場
と
し
て
使
用
し
て
い
な
い
の
で
、
裏
側

の
下
排
水
の
整
備
を
行
い
次
第
、
駐
車
場
と

し
て
開
放
す
る
考
え
で
す
。

愛
媛
夏
季
大
学

愛

媛

裏

表

一一「
は
、
ノ
月
五
日
に
、
大
洲

市
民
会
館
大
ホ
l
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

講
師
は
、
俳
優
と
し
て
、
又
独
特
の
タ
y

チ
の
絵
で
知
ら
れ
て
い
る
米
倉
斉
加
年
氏
で

す
。一

一
!
日
一
一
閉
じ

最
近
、
特
に

市

雲

一
の
一

館
で
催
物
等
が
多
く
、
前
の
駐

一

民

一
車
場
が
満
車
の
た
め
使
用
で
き

一
市
一

な
い
こ
と
が
た
び
た
び
あ
り
ま

」
9

以
前
は
裏
も
駐
車
場
と
し
て
利
用
し
て
い

ま
し
た
が
、

最
近
は
駐
車
禁
止
と
な

っ
て
い

ま
す
。
ど
う
い
う
理
由
で
し
ょ
う
か
。
ま
た

駐
車
場
不
足
の
現
在
、
再
度
駐
車
場
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

八
月
五
日

米

倉

斉

加

年

氏

O
日
時

O
場
所

O
講
師

O
演
題

ハ
月
五
日
(
火
)
午
前
十
時
か
ら

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

米
倉
斉
加
年

「
私
の
メ
ル
ヘ
ン
」

O 
EI 

11寺

ハ
月
六
日
(
水
)

午
後

一
時
1
三
時
三

O
分

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

東
京
少
年
劇
団

「
サ
ー
カ
ス
物
語
」

日
歳

i
u歳
の
こ
ど
も
を
招

待
し
ま
す
。

O
場

所

O
公
演
団
体

O
公
演
作
品

O
入

場

者

(
財
政
課
)



n
k
U
 

)

村
の
中
で
村
を
考
え

る

堀

越

久

喜

っ

山

河

太

平

記

陳

舜

臣

著

お

研
究
レ
ポ
ー
ト
の
す
す
め
杉
原
問
郎
著

お

野
の
祭

三
浦
哲
郎
著

報

「

私

」

の

い

る

文

章

森

本

哲

郎
著

広

対
馬

ま

で

金

達

寿

一

者

花
と
虫
の
記
憶

大

庭
み
な
子
著

鳥
と
人
間
と
植
物
た
ち

田

村
隆

一
著

幻
に
滋
か
れ
た
男

た

ち

本

田

端

春

著

世
界
動
物
学
全
集

1
1
m

講

談

社

街
道
を
ゆ
く

3
1
1

司
馬
泣
太
郎
著

ふ
る
さ
と
の
旅
路

全
日
冊
趣
味
と
生
活

わ
が
読
書

一
期

一
会

本

上

勉

著

大
予
言
の

秘

密

高

木

彬

光

著

新
刊
図
書
案
内

図
書
館

秘
仰
巡
雌

津
田
さ
ち
子
著

古
墳
の
視
点

斉

藤

忠

著

私
の
逢

っ
た

神

さ

ま

た

ち

森

村

佳

著

一主
と
し
て
母
と
し
て
次
と
し
て一

成
多
肝
勤
子
著

R
・
フ
ラ
イ
シ
ャ
l
著

豊
凶

磁

著

高
橋
岩
人
脊

鈴
木
健
二
著

勅
使
河
原
由
著

住
山内

火
火

ふ
ヰ

ロ

ユコ
H

4

4

E

筑
摩

H
H

円房

杉
浦
明
平
存

中

村

志

著

一
也
口
町

，dE
I
r
-
-

、，l
守

l

ラ
ン
ニ
ン
グ

母
ふ
た
り
の
記

防
法
犯
の
釣
り

敬
語
に
強
く
な
る
本

小
さ
な
い
け

ば

な

夏

昭
和
国
葉
集

巻

二

明
治
文
予
全
集
幻

私
の
家
庭
菜
園
歳
時
記

生
き
る
ん
だ
ポ
ン
ち
ゃ
ん

「ー

8 月 1 日 ~ 8 月ワ日

。水の週間。
11 /J<"にまつわる伝，i}lや伝仰 ・ことわざ

7 あります。 このことは、戸iくから 日本が

/ r.r;i削悲(みずほ)Jの固として、あらゆる
，ー であるノ1< を 2字びながら 日 々の t~ らしに不IJ

ことを午勿;再っています。

の「水の UJを初 卜!とする 1週間 「ぷの

対 。 1日たりとも欠かせない木一一一一

ノ ましょう 。

董の故障は次の水道組合ヘ
(日IItil・祭日漏本修埋)

当 番目 修工盟にあたる業者ー 連絡先

8月 3日 Jit& 1::11 /J<道 jぷ 宮 4-5968

8月10日 西国ノ1<道 j古 n 6-0265 

8月17日 清水水道商会 n 4-6232 

8月24日 中里子作工事工業 n 4-3792 

8月31日 ir~ I-r!ポンフ J古 n 4-3086 

9月 7日 星 加|鉄工所 n 6-0065 

一一一昭和55年7月20日

⑩ 
⑧⑧ 

⑮2 

次
の
と
お
り
無
料
相
談
を
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

V
交
通
事
故
相
談
日

と

き

8
月
8
日

叩

時

l
M時

8
月

初

日

。

と
こ
ろ

市
役
所
第

一
会
議
室

V
人
権
相
談
日

と

き

8
月
初

日

日

時

l
m
時

と
こ
ろ

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

V
心
配
ご
と
相
談
日

と

き

8
月
日
臼

は

時

1
1山山吋

，]
]

[

]
1
 

8
月

初

目

。

8
月

お

目

。

と
こ
ろ
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

V
{丞
腫
児
童
相
談
日

と

き

毎

月

9
時

1
凶
時

た
だ
し
、
土
限
日
は
ロ
時
ま
で

日
曜
日
、
祭
日
は
休
み
ま
す
。

と
こ
ろ
大
洲
市
福
祉
事
務
所

V
行
政
相
談
日

と

き

8
月
7
回

日

時

i
M
時

と
こ
ろ
大
洲
市
民
会
館

急
が
れ
る
時
は
電
話
を
ご
利
用
下
さ
い
。

宮

④

3
7
9
4
主
木
)

V
不
動
産
相
談
日

と

き

毎

月

日

日

9
時

1
日
時

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
大
洲
支

部

(東
大
洲
四

O
七
鰍
フ
ヂ
エ

ダ
内
)

と
こ
ろ

乳

幼

児

健

康

診

査

実
施

日

該

山

者

8
月
5
日

昭

和

田

年

5
月
生

8
月

ロ

目

。

日

年

1
月
生

8
月

四

目

。

日

年

8
月
生

8
月

れ

目

。

M
年
2
月
生

8
月

お

目

。

臼

年

8
月
生

※
は
肱
南

・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
午
后
日
時
初
分
l
u時

実
施
場
所
大
洲
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
ご
こ
ろ
の

ぷ?

失JJ 

お
く
り
も
の

封

柚

木

入

沢

封

菅

田

町

宮

野

封

(
病
気
見
舞
返
し
)

渡

場

松

本

満

金

一
封

(チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
売
上
金
)

財
団
法
人
、
新
制
作
座
文
化
セ

ン
タ
ー

三
千
八
百
四
十
四
円
(
満
期
に
よ
る
拾
得

金

)

田

処

宮

浦

勝

英

(喧
定
配
分
)

金

一
封

(八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八
多
喜
町

星
加

智
宏

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
預
託
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

※

※

※

※

 

金
一
封
(
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
施
設
充

芙
に
)

金金金

八
多
喜
町

毛
利
つ
や
子

※※※  博
修文

⑨ 
⑧⑨  
⑧ 
⑨ 
⑧ 

8
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日

8
月
刊
日

8
月
口
日

8
月
M
日

8
月
訂
日

大
洲
中
央
病
院
宮
④
4
5
5
1

。// + 

ー
夏
休
み
の
図
書
館

H

本

は

こ

ど
も
の
た
か
ら
も
の
H

図
書
館
で
は
、
児
童
図
書
を
充
実
し
、

J

ど
も
た
ち
に
本
を
読
む
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
ヤ
フ
と
沢
山
の
本
を
購
入
し
て

お
り
ま
す
。

こ
ど
も
の
と
も
傑
作
集
日
冊

幼
年
版
フ

ア
|
ブ
ル
こ
ん
ち
ゅ
う
記

叩
冊

動
物
の
ふ
し
ぎ
な
世
界

7
冊

語
り
つ
ぐ
戦
争
体
験

5
冊

新
版
宮
沢
賢
治
童
話
全
集

ロ
冊

産
業
の
こ
こ
ろ
シ
リ
ー
ズ

6
冊

こ
れ
は
、
今
月
の
児
童
用
新
刊
図
書
で
す
。

夏
休
み
中
も
、
平
常
ど
お
り
、
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
、
開
館
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
夏
休
み
を
壊
広

に
、

一
度
、
子
ど
も
さ
ん
と

一
緒
に
、
図
書

館
へ

、
お
寄
り
く
だ
さ
い
。
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